


























































































































































表 1 調査概要 
調査期間 2016 年 3 月 7 日～3 月 11 日 2016 年 3 月 11 日～4 月 3 日 
調査場所 北京市観光人材サービスセンター 北京天安門広場，ネット 
調査方法 アンケート調査 アンケート調査 
調査票配布部数 95 部 天安門広場 450 部 
調査票回収部数 84 部 天安門広場 375 部，ネット 50 部
有効調査票数 60 部 天安門広場 290 部，ネット 50 部







































































          表 4 回答者の年齢、学歴と学生時代の専攻    （Ｎ＝400）（%） 
年齢 学歴 学生時代の専攻 
22 歳以下 4.3 高卒以下 29.8 ガイド専攻 56.5
23－29 歳 44.8 3 年制大学 46.8 ガイド以外の観光専攻 14.8
30－39 歳 42.3 4 年生大学 22.5 観光以外の文系 14.5
40 歳以上 8.8 修士以上 1 理工系 4
合 計 100 合 計 100 その他 10.3






















             表 5 回答者の所属組織、使用言語と種類      （Ｎ＝400）（%） 
 
  
所属先 使用言語 ガイドの種類 
旅行社 50.0 中国語 92.5 スルーガイド 28.2
ガイドサービスセンター 37.0 外国語 7.5 現地ガイド 71.8
無所属 13.0 合 計 100.0 合 計 100.0
合 計 100.0
 
表 6 ガイドとしての経験年数、等級と年収      （Ｎ＝400）（%） 
経験年数 ガイド等級 年  収 
1 年未満 7.5 ガイド証明書なし 2.5 5 万元未満 28.5
１年以上 3 年未満 20.5 初級 87.8 5 万元以上 8 万元未満 36.0
3 年以上 5 年未満 23.3 中級 9.5 8 万元以上 10 万元未満 19.5
5年以上 10年未満 32.5 高級 .3 10 万元以上 16.0
10 年以上 16.3 合 計 100.0 合 計 100.0









































































表 11 ガイドとして勤務していた旅行社数とガイドとして勤続の予測年数（Ｎ＝400）（%） 
転職した旅行社数 ガイドとして勤続年数の予測 
転職なし 1.8 1 年以内 5.0 
1 社 20.3 1 年以上 3 年以内 15.5 
2 社 32.3 3 年以上 5 年以内 40.5 
3 社以上 45.6 5 年以上 26.5 
合 計 100.0 生涯継続する 12.5 




















































































   表15 ガイドを辞める理由（複数回答）     （Ｎ＝400）（%）  
性格的に向かない仕事だから 6.8 職場の人間関係が悪いため 7.5
知識・技能不足のため 3.8 昇進の可能性がないため 22.8
体力不足のため 41.3 ガイドの社会的な地位が低いから 43.3
収入に不満があるから 38.5 社会保障が整っていないから 63.5





























































































































































































































































In recent years, Tourism industry, especially the Domestic tourism has developed at a 
phenomenal rate in China against the backdrop of Personal Disposable Income, increased 
leisure time accompanying the remarkable development of the economy and rising interest 
in tourism by the people in China. However, the Sightseeing guides who work at the 
forefront of and play an important role in Tourism industry are facing many career problems.
Therefore, this paper considers the career problems facing the current Sightseeing 
guides and their influence factors which the Sightseeing guides themselves think by 
conducting a questionnaire survey targeting the Sightseeing guides working in Beijing. 
　As a result, the current Sightseeing guides have low age, grade, incomes and retention 
rate. Moreover, the problems such as lack of foreign language guides, lack of knowledge 
and skills of tour guide, lack of school education, training and lack of social security are 
clarified, and the problems of the Sightseeing guides income, attitude toward work, ability 
Self-assessment, the factors affecting the number of years of service became clear.
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